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日機装社製Ⅴ型ダイアライザ FDY-15GWの臨床評価
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＜目的＞

機能分類Ⅴ型である日機装社製ダイアライザ FDY-15GW（以下、FDY）の溶質除去性能につい

て検討した。

＜対象および方法＞

当調査への参加を文書で同意した当院安定期維持透析患者 5 名を対象に、透析時間 5 時間、

QB200ml/min、QD500ml/min、post off- l ine 10ℓHDF の条件で、UN,Cr,UA,IP,

β2-MG , Mb , PRL , α1-MG のクリアランス、除去率、アルブミン損失量、クリアスペースの各

項目について機能分類Ⅴ型であるニプロ社製 PES -15Sα（以下、PES）と比較した。

＜結果＞

クリアランスにおいてミオグロビンで PES 31.6 ± 14.1ml/min、FDY57.0 ± 4.2 ml/min、プ

ロラクチンで PES 12.3 ± 14.5 ml/min、FDY33.1 ± 5.1 ml/min、と FDY が有意に高かった。

小分子物質では有意差を認めなかった ( 図 1)。

　除去率においてα1-MG で PES 22.5 ± 6.6%、FDY31.9 ± 6.0%、と FDY が有意に高かった。

小分子物質では有意差を認めなかった（図 2）。

　アルブミン損失量は、PES 1,292 ± 321㎎、FDY2,555 ± 929㎎、と FDY が有意に高かった ( 図３)。

　クリアスペースにおいてβ2-MG で PES 6.5 ± 1.0L、FDY16.9 ± 3.2L、と FDY が有意に高く、

小分子物質では有意差を認めなかった ( 図４)。

＜考察＞

FDY-15GW は、同機能分類Ⅴ型である PES-15S αと同等の性能を有しており、小分子物質領
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域から低分子蛋白領域まで優れた除去性能を示した。また、血圧低下などの不定愁訴がなく、臨

床上有用なⅤ型ダイアライザであると考えられる。
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